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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

””高高
密密
度度
のの
平平
準準
化化
““
　　

「「
最最
適適
化化
」」
のの
ねね
らら
いい
鮮鮮
明明

前号に引き続き、木村長官との交渉内容をお伝えする。
税務行政と機構の転換が職員に不幸をもたらさないことや、
希望のもてる人事運用を長官に迫った。

仕
事
は
き
つ
く
な
る
一
方
、
人
事
は
停
滞
。

職
員
の
気
持
ち
に
応
え
よ
と
迫
る
交
渉
団

「
全
件
」
で
職
場
混
乱

協
議
会

全
件
入
力
で
混
乱

が
続
い
た
。
問
題
が
多
す
ぎ

る
。
納
税
者
の
本
人
確
認
、

登
録
確
認
作
業
に
お
い
て
作

業
停
滞
が
起
こ
る
。
そ
の
た

め
、
内
部
担
当
は
３
時
間
超

勤
、
12
時
過
ぎ
ま
で
の
勤
務

な
ど
あ
っ
た
。

総
務
課
長

新
た
な
事
務
が

増
え
た
と
思
う
が
、
分
類
を

簡
素
化
し
、
編
綴
も
省
力
化

し
た
と
評
価
し
て
い
る
。

協
議
会

そ
の
一
面
も
あ
る

が
、
確
申
期
間
中
に
台
帳
が

立
ち
上
が
る
署
は
、
ど
こ
に

あ
っ
た
？

試
行
を
や
っ
て
全
件
入
力

が
導
入
さ
れ
た
は
ず
な
の
に

そ
の
試
行
結
果
は
全
く
署
に

届
い
て
な
い
。
局
か
ら
の
方

針
が
届
い
て
い
る
だ
け
。
だ

か
ら
、
署
で
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、

「
必
要
な
も
の
を
ど
の
時
点

で
コ
ピ
ー
す
る
」
な
ど
事
務

処
理
を
進
め
る
上
で
情
報
が

届
い
て
い
な
い
た
め
効
率
化

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

長
官

全
件
入
力
が
ど
う
や

れ
ば
効
率
化
す
る
の
か
意
見

を
寄
せ
て
欲
し
い
。

協
議
会

最
適
化
計
画
が
示

さ
れ
、
内
部
事
務
一
元
化
の

概
要
が
職
員
伝
達
さ
れ
た
。

そ
こ
で
伺
う
。
こ
の
計
画
が

実
施
さ
れ
る
と
、
大
掛
か
り

な
機
構
改
革
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
う
か
。

長
官

関
係
機
関
と
協
議
し

内
部
事
務
一
元
化
を
は
じ
め

と
す
る
機
構
改
革
を
行
う
。

協
議
会

徴
収
部
に
一
元
化

の
部
署
を
置
き
、
一
体
的
変

更
を
「
全
署
に
お
い
て
実
施

す
る
方
向
」
で
、
新
体
制
移

行
は
平
成
21
年
夏
頃
を
目
途

と
し
て
い
る
が
。

長
官

シ
ス
テ
ム
と
業
務
の

諸
問
題
の
追
及
に
対
す

る
長
官
回
答
の
要
旨
。

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

休
日
催
告→

軽
々
に
は

や
ら
な
い
と
言
い
つ
つ
、

「
休
日
催
告
で
大
き
な
成

果
出
る
は
ず
、
滞
納
発
生

ピ
ー
ク
時
（
確
申
期
後
の

５
、
６
月
）
の
実
施
。
今

後
は
成
果
を
勘
案
し
て
判

断
す
る
」
と
次
年
度
以
降

も
継
続
す
る
姿
勢
。

■
配
転
制
度
と
運
用
の
改

善→

内
示
拡
大
に
つ
い
て

は
、
１
週
間
前
以
上
は
難

し
い
と
拒
否
。
単
身
赴
任

の
圧
縮
で
は
、
単
身
者
を

見
直
し
の
結
果
と
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
、
21
年
と
考
え

て
い
る
。
一
元
化
に
つ
い
て

は
一
定
の
時
期
に
新
シ
ス
テ

ム
に
す
る
と
考
え
て
い
る
。

協
議
会

試
行
は
旧
シ
ス
テ

ム
と
い
う
こ
と
か
。

長
官

新
シ
ス
テ
ム
の
テ
ス

ト
は
最
後
の
段
階
で
行
う
。

協
議
会

そ
の
や
り
方
は

「
試
行
」
の
名
に
値
し
な
い
。

試
行
署
に
行
き
た
く
な
い
と

み
ん
な
言
っ
て
い
る
。

長
官

何
を
や
る
か
検
討
し

て
い
る
。
48
署
で
法
的
な
検

討
も
踏
ま
え
て
や
る
。
し
た

が
っ
て
手
順
を
見
直
す
こ
と

に
な
る
。

協
議
会

K
S
K
シ
ス
テ
ム

開
発
の
際
に
も
言
っ
た
が
、

方
向
を
決
定
し
て
あ
と
は
任

せ
っ
き
り
。
職
員
の
意
見
は

ま
っ
た
く
聞
か
な
か
っ
た
。

総
務
課
長

今
回
は
内
部
の

ソ
フ
ト
を
変
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
導
入
時
と
は
性

格
が
違
う
。
課
税
と
徴
収
で

や
っ
て
い
る
事
務
を
ひ
と
つ

に
す
れ
ば
効
率
化
に
な
る
と

考
え
、
新
シ
ス
テ
ム
に
反
映

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

協
議
会

科
学
の
進
歩
が
働

く
も
の
に
還
元
さ
れ
、
労
働

軽
減
に
な
る
の
か
？
　
計
画

を
進
め
る
な
ら
、
ま
ず
労
働

軽
減
を
約
束
し
て
ほ
し
い
。

第
二
に
、
職
員
の
処
遇
改
善

に
繋
が
る
の
か
？
　
処
遇
抜

き
に
成
功
は
見
込
め
な
い
。

長
官

一
元
化
見
直
し
は
、

組
織
の
基
本
を
見
直
し
標
準

化
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

試
行
署
に
行
き
た
く
な
い
と

い
う
の
は
、
試
行
に
携
わ
る

職
員
と
そ
う
で
な
い
職
員
の

認
識
の
差
も
あ
る
と
思
う
。

機
構
の
見
直
し
が
伴
っ
て
い

な
い
の
で
無
理
が
あ
る
の
は

承
知
し
て
い
る
。

協
議
会

楽
に
な
る
の
か
、

訊
い
て
い
る
こ
と
に
全
く
回

答
し
て
い
な
い
。

総
務
課
長

転
出
入
事
務
の

統
合
な
ど
事
務
の
平
準
化
が

図
れ
る
。
入
力
・
還
付
の
処

理
時
間
の
短
縮
、
窓
口
の
一

元
化
な
ど
、
繁
閑
の
平
準
化
、

円
滑
化
が
図
れ
る
。

協
議
会

働
く
職
員
が
楽
に

な
ら
な
い
試
行
で
は
困
る
。

長
官
「
苦
し
く
な
る
」
「
楽

に
な
る
」
と
い
う
問
題
設
定

が
ど
う
か
と
思
う
が
、
現
状

が
ラ
ク
で
は
な
い
と
は
承
知

し
て
い
る
。

・
　
　
　
　
　
従
来
の
線

回
復
措
置
に
含
み

協
議
会

巡
回
指
導
の
よ
う

な
重
労
働
を
強
い
て
お
い
て

中
高
年
職
員
は
「
処
遇
し
な

い
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

長
官

中
高
年
の
処
遇
改
善

で
、
予
算
当
局
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
る
。
更
に
努

力
し
た
い
。

協
議
会

徴
収
以
外
の
特
官

は
増
え
て
い
な
い
。
来
年
３

月
定
年
を
迎
え
る
普
通
科
25

期
生
、
続
く
26
期
生
の
ポ
ス

ト
発
令
を
優
先
せ
よ
。

長
官

人
事
は
適
正
に
実
施

し
て
い
る
。

協
議
会

そ
れ
が
適
正
か
を

問
う
て
い
る
。
上
席
を
切
り

捨
て
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ

な
い
で
欲
し
い
。

協
議
会

沖
縄
署
の
兼
城
義

男
さ
ん
、
幸
喜
忠
男
さ
ん
が

５
級
高
位
に
お
か
れ
て
い

る
。
25
期
相
当
だ
。
ま
た
、

５
級
昇
格
で
も
沖
縄
格
差
と

い
っ
て
い
い
問
題
が
あ
る
。

長
官

経
験
年
数
だ
け
の
機

械
的
な
人
事
は
行
え
な
い
。

協
議
会

士
気
の
た
め
に
も

一
般
上
席
か
ら
の
昇
任
を
広

げ
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
職
員
の
登
用
に
つ
い

て
、
国
税
庁
は
「
進
ん
だ
」

と
言
い
た
い
よ
う
だ
が
、
全

く
前
進
し
て
い
な
い
。
13
年

と
17
年
の
比
較
を
し
て
み
る

と
13
・
１
％
か
ら
15
・
２
％

で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。

長
官

女
性
職
員
の
ポ
ス
ト

の
割
合
は
、
そ
の
世
代
の
女

性
職
員
の
割
合
も
あ
る
。

協
議
会

人
事
院
は
従
来
の

あ
り
方
に
問
題
が
あ
っ
た
と

し
、
女
性
の
登
用
を
進
め
る

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

長
官

公
平
に
扱
う
と
い
う

基
本
は
維
持
し
て
い
る
。

人
事
課
長

確
実
な
成
果
を

達
成
し
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
新
た
な
目
標
と
し

て
掲
げ
た
と
こ
ろ
だ
。

協
議
会

行
　
職
員
は
数
も

減
り
、
職
場
そ
の
も
の
が
無

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
の

危
機
意
識
の
な
か
に
あ
る
。

15
年
目
の
用
務
員
が
ま
だ
１

級
で
あ
る
。
処
遇
改
善
す
べ

き
だ
。

長
官

日
ご
ろ
の
努
力
に
報

い
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

協
議
会

７
月
人
事
で
は
降

格
人
事
は
行
わ
な
い
よ
う
強

調
し
て
お
き
た
い
。
先
月
東

京
で
分
限
免
職
が
出
た
。
き

わ
め
て
重
大
だ
と
考
え
て
い

る
。
病
気
の
人
が
排
除
さ
れ

な
い
か
、
「
能
無
し
」
の
レ

ッ
テ
ル
張
り
で
排
斥
さ
れ
な

い
か
と
い
う
不
安
が
起
き

る
。
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ

る
。

長
官

人
事
は
、
各
局
に
お

い
て
法
令
に
基
づ
き
適
正
に

実
施
し
て
い
る
。

協
議
会

特
昇
制
度
廃
止
に

伴
い
、
普
通
科
59
期
生
と
国

専
32
期
生
に
特
昇
未
発
令
者

を
残
し
て
い
る
。
そ
の
回
復

措
置
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

人
事
課
長

19
年
１
月
１
日

は
、
「
従
来
」
を
踏
ま
え
て

運
用
し
て
い
く
。

長
官
「
若
い
う
ち
の

”極
端

な
“
差
は
好
ま
し
く
な
い
」

と
い
う
考
え
方
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉
飛
車
を
取
る

ま
で
の
工
夫
が
…
…
。

（
10
分
で
三
段
）

持
駒
　
桂

大
都
市
周
辺
署

の
所
得
税
部
門

で
は
、
膨
大
な

直
後
事
務
が
異

動
ま
で
に
と
て

も
終
わ
ら
な
い

状
況
だ
▼
こ
の

た
め
本
来
事
務
に
も
悪
影
響

が
出
て
い
る
。
事
後
処
理
が

進
ま
な
い
ま
ま
予
定
納
税
が

発
送
さ
れ
た
が
、
誤
り
申
告

に
よ
り
は
じ
き
出
さ
れ
た
予

納
は
多
く
の
減
額
申
請
を
生

み
出
す
だ
ろ
う
。
ま
た
転
出

入
事
務
の
停
滞
に
よ
り
正
確

な
納
税
者
管
理
に
支
障
が
出

て
い
る
▼
所
得
税
は
国
民
と

税
務
署
の
距
離
が
最
も
近
い

税
金
だ
。
納
税
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
は
所
得
税
に
よ
っ

て
築
か
れ
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に

細
や
か
な
仕
事
を
し
た
い
と

い
う
思
い
は
所
得
税
職
員
の

共
通
し
た
願
い
だ
▼
「
突
き

放
す
」
確
申
期
が
続
き
納
税

者
と
の
信
頼
関
係
は
危
機
に

瀕
し
て
い
る
。
一
度
失
っ
た

信
頼
を
回
復
す
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。

は
、
希
望
は
考
慮
す
る
が

約
束
は
で
き
な
い
と
つ
れ

な
い
回
答
。
配
転
制
度
改

善
や
実
際
の
発
令
で
サ
プ

ラ
イ
ズ
は
あ
る
か
の
問
い

早
く
帰
せ
ば
異
動
規
模
が

大
き
く
な
り
負
担
が
増
え

る
の
で
今
の
運
用
を
維
持

す
る
と
し
た
。
異
動
保
障

に
配
慮
す
る
か
に
つ
い
て

に
、
立
場
に
よ
る
が
サ
プ

ラ
イ
ズ
は
な
い
と
、
つ
れ

な
い
回
答
。

■
休
息
時
間
廃
止
に
伴
う

拘
束
時
間
延
長
問
題→

昼

休
み
30
分
の
特
例
に
つ
い

て
は
人
事
院
の
通
知
を
受

け
て
対
応
す
る
と
し
、
６

月
９
日
、
職
員
に
通
知
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

■
組
合
差
別
・
不
法
行

為
問
題→

国
税
労
働
運
動

60
周
年
に
あ
た
り
、
全
国

税
に
対
す
る
差
別
や
不
当

取
扱
い
の
是
正
を
求
め
た

こ
と
に
対
し
、
人
事
は
従

来
の
考
え
を
踏
ま
え
て
対

応
す
る
と
、
抜
本
的
是
正

に
消
極
姿
勢
を
見
せ
た
。

一
方
、
交
渉
内
容
を
当
局

が
職
員
に
知
ら
せ
る
「
時

報
」
の
差
別
扱
い
の
指
摘

に
は
、
責
任
を
も
っ
て
編

集
し
て
い
る
と
し
た
が
、

直
後
に
発
行
し
た
「
時
報
」

は
両
組
合
が
同
等
の
扱
い

に
是
正
さ
れ
た
。

長官回答

い か に

中
高
年

女
性
登
用

初
回
特
昇
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土
日
に
職
員
本
人
に
無

断
で
机
・
ロ
ッ
カ
ー
を
捜

索
し
た
札
幌
南
署
。

全
国
税
の
追
及
で
署
長

は
「
不
快
な
思
い
を
さ
せ

た
」
と
全
職
員
に
謝
罪
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
土
日

の
無
断
捜
索
は
、
そ
う
せ

ざ
る
を
え
な
い
圧
力
が
局

か
ら
あ
っ
た
た
め
だ
と
弁

明
し
た
。
職
場
も
局
の
圧

力
を
読
み
取
っ
て
お
り
、

局
長
の
出
方
を
見
つ
め
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
る

１
ヵ
月
、
局
長
は
じ
め
局

幹
部
の
職
員
に
対
す
る
動

き
が
な
く
、
６
月
２
日
の

組
合
交
渉
を
む
か
え
た
。

認
作
業
を
行
な
っ
た
こ
と

は
、
適
切
で
な
か
っ
た
。

先
般
、
札
幌
南
署
長
に
対

し
て
、
今
後
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
指
導

を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
」
と
、
現
場
署
長
に
責

任
を
転
嫁
す
る
発
言
だ
け

を
行
っ
た
。
局
と
し
て
の

責
任
に
は
口
を
閉
ざ
し
、

謝
罪
も
な
い
。

職
員
に
向
け
た
話
は
交

渉
以
外
に
は
一
切
な
く
、

局
長
の
交
渉
発
言
だ
け
で

職
場
を
納
得
さ
せ
る
こ
と

は
到
底
無
理
だ
。
職
員
の

中
に
は
、
人
権
侵
害
も
意

に
介
さ
な
い
局
当
局
の
姿

勢
や
職
員
無
視
に
、
と
て

つ
も
な
い
「
不
快
」
と

「
恐
怖
」
が
広
が
っ
て
い
る
。

局
長
は
交
渉
の
席
で

「
職
員
本
人
の
了
解
を
得

ず
に
机
や
ロ
ッ
カ
ー
の
確

札幌局の人権侵害

責任を転嫁

７
月
１
日
か
ら
勤
務
時
間

帯
が
変
更
と
な
る
。
休
憩
時

間
30
分
の
特
例
対
象
も
明
示

さ
れ
た
。
夜
学
通
学
者
や
通

院
は
は
ず
さ
れ
た
。

窓
口
は
８
時
30
分
か
ら
17

時
ま
で
だ
が
、
職
員
の
割
り

振
り
と
選
択
で
８
時
か
ら
18

時
30
分
ま
で
、
原
則
署
19
、

時
差
署
25
パ
タ
ー
ン
の
勤
務

者
が
う
ま
れ
る
。
こ
ん
な
状

態
で
、
職
場
運
営
は
ど
う
な

る
の
か
。

職員も管理者も不安

〈
訃
報
〉

村
上
　
晴
男
さ
ん

６
月
10
日
、
心
不
全
で
逝
去
。
享
年
84
歳
。
全
国
税
本
部

顧
問
。
全
国
税
本
部
委
員
長
、
税
研
中
央
推
進
委
員
長
な
ど

を
歴
任
。
「
ハ
ル
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
国
税
労
働

組
合
運
動
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
配
転

（
休
息
時
間
廃
止
に
よ
る

勤
務
時
間
の
変
更
に
配
慮
す

る
よ
う
要
求
）

職
員
の
健
康
、
家
庭
や
通

勤
事
情
、
仕
事
・
勤
務
地
の

希
望
等
に
で
き
る
限
り
配
意

し
、
安
心
し
て
職
務
に
精
励

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

■
セ
ク
ハ
ラ

（
セ
ク
ハ
ラ
根
絶
と
、
職

員
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
た

セ
ク
ハ
ラ
の
研
修
を
要
求
）

人
事
院
規
則
の
趣
旨
を
ふ

ま
え
て
や
っ
て
い
く
。
セ
ク

ハ
ラ
防
止
の
規
則
は
非
常
勤

職
員
も
適
用
す
る
。

見
直
す
よ
う
強
く
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
、
当
局
は
一

般
的
回
答
に
終
始
し
た
。

ま
た
、
全
件
入
力
な
ど
新

規
施
策
の
押
し
付
け
で
、
確

定
申
告
期
の
労
働
環
境
悪
化

や
健
康
破
壊
が
深
刻
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
女
性
職
員
の

立
場
か
ら
指
摘
し
、
改
善
を

求
め
た
。

以
下
、
当
局
回
答
要
旨
。

■
子
育
て
支
援

「
国
税
庁
特
定
事
業
主
行

動
計
画
」
を
ふ
ま
え
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
短
時

間
勤
務
制
度
の
早
期
実
現
を

人
事
院
へ
要
求
し
て
い
る
。

の
女
性
の
う
ち
管
理
職
の
割

合
は
15
・
２
％
の
２
４
６
人

で
、
平
成
13
年
よ
り
２
・
１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
だ
け
。

男
性
は
48
・
５
％
の
１
万
３

６
５
７
人
と
な
っ
て
お
り
、

女
性
の
登
用
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

当
局
は
具
体
的
数
値
目
標

を
掲
げ
な
い
た
め
、
数
値
目

標
を
定
め
て
女
性
の
処
遇
を

全
国
税
女
性

部
は
、
５
月
30

日
、
庁
総
務
課

と
交
渉
し
た
。

国
税
庁
は
４

月
、
新
た
に

「
女
性
職
員
の

採
用
・
登
用
拡

大
計
画
」
を
策

定
し
公
表
し
た

が
、
40
歳
以
上

お
寒
い
「
登
用
実
績
」

女
性
部
、
当
局
を
叱
る

人
事
院
と
賃
金
問
題
で
交
渉

民間賃金上向き
「楽観はできない」

賃
下
げ
の
動
き
や
め
よ
と
要
請

と
い
う
社
会
的

合
意
は
失
わ
れ

た
。
研
究
会
、

懇
話
会
の
検
討

状
況
を
踏
ま

え
、
人
事
院
と

し
て
判
断
し
た

い
」
と
回
答
。

ま
た
、
「
民
間

賃
金
は
若
干
改

善
さ
れ
て
い
る

が
、
楽
観
で
き

６
月
７
日
、
人
事
院
と
賃

金
改
善
を
中
心
に
交
渉
を
行

っ
た
。
人
事
院
か
ら
は
森
永

参
事
官
が
出
席
。

冒
頭
、
岡
田
委
員
長
か
ら

「
官
民
給
与
比
較
対
象
企
業

規
模
の
引
き
下
げ
」
と
「
賃

下
げ
勧
告
」
は
行
う
な
と
要

求
。
こ
れ
に
対
し
て
参
事
官

は
、
「
規
模
１
０
０
人
以
上

る
状
況
で
は
な
い
。
仮
に
マ

イ
ナ
ス
と
な
っ
た
場
合
は
、

現
給
保
障
を
マ
イ
ナ
ス
に
せ

ざ
る
を
え
な
い
」
と
回
答
。

税
務
水
準
差
で
は
「
税
務

は
い
ま
人
気
職
種
。
上
げ
る

の
は
ど
う
か
」
と
の
べ
、
複

雑
・
困
難
度
の
高
ま
り
を
人

材
確
保
に
す
り
か
え
た
。

行

職
員
の
賃
金
で
は
、

昇
格
の
部
下
数
制
限
に
固
執

し
た
が
、
１
級
か
ら
の
昇
格

は
こ
れ
ま
で
同
様
号
俸
基
準

で
、
新
３
級
に
お
け
る
賞
与

の
役
職
加
算
対
象
は
旧
４
級

昇
格
基
準
を
満
た
せ
ば
よ
い

と
す
る
通
達
を
出
し
た
と
運

用
を
明
ら
か
に
し
た
。

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、

「
見
直
し
は
10
年
後
、
５
年

間
の
移
行
期
間
中
は
ま
っ
た

く
い
じ
り
よ
う
も
な
い
」
と

人
事
院
は
回
答
。
税
務
は
全

国
に
職
場
が
あ
り
、
矛
盾
が

多
い
と
改
善
を
求
め
た
。

〈
解
答
〉
２
二
銀
成
　
同
玉
　

３
四
桂
　
１
二
玉
　
２
一

馬
　
同
飛
　
同
飛
成
　
同
玉
　

２
二
飛
　
３
一
玉
　
４
二

飛
成
　
２
一
玉
　
２
二
桂
成

ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
２
二
銀
成
を

同

飛
な
ら
　
同
飛
成
か
ら
　
２

一
飛
で
早
詰
と
な
る
。
３
手

目
　
３
四
桂
か
ら
次
の
　
２

一
馬
が
決
め
手
、
以
下
手
順

の
追
詰
と
な
る
。

前
略
　
法
人
税
課
長
様

―
万
年
上
席
の
つ
ぶ
や
き

【
東
京
地
連
】

２
月
６
日
付
け
の
局
報

掲
載
の
大
下
法
人
税
課
長

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

見
て
職
員
か
ら
投
稿
が
あ

り
ま
し
た
（
以
下
抜
粋
）。

「
局
は
署
の
た
め
…
」

と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
な

ら
「
修
更
正
割
合
を
70
％

以
上
に
」
な
ど
と
は
言
わ

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
現
場
が
ど
れ
だ
け
迷

惑
や
苦
し
み
を
受
け
た
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
増
差
が

出
る
、
出
な
い
が
一
番
の

関
心
と
な
り
、
大
局
的
な

も
の
の
見
方
、
考
え
方
は

二
の
次
、
三
の
次
。
「
偽

装
」
ば
や
り
の
昨
今
で
す

が
修
正
申
告
の
「
偽
造
」

が
再
び
起
き
た
ら
、
ど
う

責
任
を
取
る
つ
も
り
で
し

ょ
う
か
。
…
…

私
た
ち
は
本
当
の

こ
と
を
知
り
た
い

【
北
海
道
・
札
幌
南
】

分
会
は
５
月
19
日
、
署

長
交
渉
の
申
し
入
れ
、
26

日
に
第
一
回
の
予
備
交
渉

を
行
い
、
こ
の
席
上
、
男

女
を
問
わ
ず
鍵
の
掛
か
っ

て
い
な
い
机
は
全
部
開
け

た
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

職
場
で
は
人
権
侵
害
行

為
へ
の
謝
罪
が
な
い
こ
と

か
ら
、
当
局
に
対
す
る
不

信
感
や
不
満
が
渦
巻
い
て

い
ま
す
。
当
局
は
詳
細
な

事
実
関
係
の
説
明
を
行
う

と
と
も
に
、
謝
罪
す
る
責

任
が
あ
り
ま
す
。
分
会
は
、

署
長
に
対
し
て
29
日
、
質

問
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

口先はいいから、具体化を！

育
児
中選択に悩み

局
長


